
 

 

１ 国際園芸博覧会推進事業の取組状況 
 
（１）国際園芸家協会（AIPH）博覧会委員会 

昨年９月にAIPHの開催承認を受けた後、定期的に開催されるAIPH博覧会委員会において進

捗報告を行っています。 

令和２年９月30日（水）、初めてオンラインによるバーチャル会場で博覧会委員会が開催

され、横浜市からは、前回（３月）からの進捗として、市の組織体制の拡充、基本計画の検

討状況等について報告を行いました。 
 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）国際園芸博覧会横浜誘致推進協議会 第２回総会【地元推進組織】 

昨年５月に設立された地元推進組織「国際園芸博覧会横浜誘致推進協議会」の第２回総会

が令和２年10月８日（火）に書面で開催され、規約の改正及び同協議会が「2027国際園芸博

覧会推進委員会」に入会することについて議決されました。 

 

（３）第１回横浜国際園芸博覧会具体化検討会【国の有識者会議】 

農林水産省及び国土交通省は、横浜市が検討している国際園芸博覧会の計画案について、

博覧会国際事務局（BIE）による認定に向けて充実すべき事項等を検討、助言するため、有

識者からなる「横浜国際園芸博覧会具体化検討会」を設置し、令和２年 10 月 30 日（金）に

第１回検討会が開催されました。 

本市からは、2027 年の開催に向けた課題認識、具体化に向けた方針、博覧会において体

現したい目標像などの「基本認識」をはじめ、メインテーマを展開して具現化するための

「サブテーマ」、「事業コンセプト」、多様な主体による共創を主軸とした「参加方針」など

について説明を行いました。 

検討会は、年度内に計３回開催予定であり、引き続き検討を進めていきます。 

 

＜検討項目＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）2027 国際園芸博覧会推進委員会【全国的な推進組織】 

国際園芸博覧会の開催に向け、博覧会の開催組織（博覧会協会（仮称））の設立準備や全

国的な機運醸成等を目的とした「2027国際園芸博覧会推進委員会」の設立総会・記念式典

が、令和２年11月６日（金）に経団連会館で開催されました。 

設立総会では、同委員会の設立、令和２年度の事業計画等が承認されました。 

また、記念式典では、国際園芸博覧会をＰＲするための推進ロゴマークの発表等が行われ

ました。推進ロゴマークは、博覧会協会（仮称）による公式ロゴマークが作成されるまでの

間、活用していきます。 
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

２ 土地区画整理事業（まちづくり）及び新たな交通の導入・周辺道路整備の取組状況 
 

事業名 取組状況 

土地区画整理事業 

（まちづくり） 

・環境影響評価方法書の手続きや都市計画の準備を進め

るとともに、区画整理の基盤整備に係る、基本設計を実

施しています。 

・あわせて、土地区画整理事業を円滑に進めるため、地

権者等を対象に土地区画整理審議会の勉強会等を10月か

ら開始するとともに、農業振興ゾーンや観光・賑わいゾ

ーン等の具体的な土地利用について地権者と検討を進め

ています。 

新たな交通の導入 

（新交通システム） 

・環境影響評価方法書の手続きや都市計画の準備を進め

るとともに、土木、軌道、建築等の項目に係る、検討の

深度化を図るため、基本設計を実施しています。 

周辺道路の整備 

（八王子街道の拡幅、 

瀬谷地内線の新規整備） 

・９月中旬に沿線の住民や企業の皆様を対象とした事業

内容等の説明会を開催し、設計作業に必要となる現地の

地形等を把握するため、測量作業を実施しています。 

  

１.基本認識  ２.テーマ・サブテーマ・事業コンセプト 

３.参加方針 ４.事業運営計画 ５.会場計画 

６.コミュニケーション計画 ７.輸送計画 ８.レガシー計画 

９.事業費・事業スケジュール 10.会場運営管理計画 11.情報基盤計画 

12.資金計画 13.リスク管理計画  

旧上瀬谷通信施設における国際園芸博覧会の開催及び基盤整備に向けた検討について（報告） 

（バーチャル会場の様子） 

裏面あり（参考） 

資料３ 

建築・都市整備・道路委員会 

令 和 ２ 年 1 2 月 1 1 日 

都 市 整 備 局 

（オンライン会議の様子） 

＜推進ロゴマークに込められた意味＞ 

国際園芸博覧会に、花・緑・農をはじめとした世界の自然、人、文化が集まる様を、花をモチー

フに表現しています。花弁は、博覧会で生まれる多様な交流と、そこから「幸せな明日」を創造し

ていく生命力を、葉は、自然との共生を象徴し、茎は、開催地横浜の“Ｙ”を表しています。 

（役員と来賓の方による記念撮影の様子） （推進ロゴマーク） 



【参考１】国際園芸博覧会横浜誘致推進協議会 名簿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【参考２】横浜国際園芸博覧会具体化検討会 名簿 

（令和２年 10 月 30 日時点。氏名 五十音順。敬称略） 

氏名 役職等 

賀来 宏和 千葉大学大学院園芸学研究科客員教授 

岸井 隆幸 日本大学理工学部土木工学科特任教授 

北川 フラム アートディレクター 

隈 研吾 東京大学特別教授・名誉教授 

柴田 道夫 東京大学大学院農学生命科学研究科教授 

保井 美樹 法政大学現代福祉学部・人間社会研究科教授 

横張 真 東京大学大学院工学系研究科教授 

涌井 雅之 東京都市大学特別教授 

和田 新也 一般社団法人日本造園建設業協会会長（AIPH日本代表） 

【参考３】2027 国際園芸博覧会推進委員会 名簿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考４】国際園芸博覧会に係る今年度の取組 

時期 内容 
令和２年７月 「国の制度及び予算に関する提案・要望」で、開催に向けた協力・支援を継続要望 

９月30日 AIPH博覧会委員会（オンライン開催）において進捗状況等を報告 
10月８日 地元推進組織である「国際園芸博覧会横浜誘致推進協議会 第２回総会」を書面開催 
10月30日 「第１回横浜国際園芸博覧会具体化検討会」で市の検討状況を報告 
11月６日 全国的な推進組織である「2027国際園芸博覧会推進委員会」を設立 

11月 「国の制度及び予算に関する提案・要望」で、開催に向けた協力・支援を継続要望 
12月 「第２回横浜国際園芸博覧会具体化検討会」で市の検討状況を報告予定 

令和３年２月 「第３回横浜国際園芸博覧会具体化検討会」で市の検討状況を報告予定 
３月 AIPH博覧会委員会において進捗状況等を報告予定  

（令和２年10月８日時点。役職順・団体名 五十音順。敬称略）

協議会役職 団体名 役職 氏名

会長 横浜市 市長 林 文子

副会長 代表幹事 石渡 恒夫

副会長 代表幹事 大矢 恭好

副会長 神奈川県議会 議長 嶋村 ただし

副会長 一般社団法人 神奈川県経営者協会 会長 石渡 恒夫

副会長 国際園芸博覧会の横浜誘致を成功させる横浜市会議員の会 会長 横山 正人

副会長 横浜市会 議長 横山 正人

副会長 横浜商工会議所 会頭 上野 孝

特別顧問 神奈川県 知事 黒岩 祐治

委員 神奈川県 副知事 小板橋 聡士

委員 公益社団法人 神奈川県観光協会 会長 望月 淳

委員 神奈川県市長会 会長 本村 賢太郎

委員 一般社団法人 神奈川県商工会議所連合会 会頭 上野 孝

委員 一般社団法人 神奈川県タクシー協会 会長 伊藤 宏

委員 神奈川県町村会 会長 冨田 幸宏

委員 一般社団法人 神奈川県トラック協会 会長 吉田 修一

委員 神奈川県農業協同組合中央会 代表理事会長 大川 良一

委員 一般社団法人 神奈川県バス協会 会長 田中 伸介

委員 独立行政法人 国際協力機構　横浜センター 所長 熊谷 晃子

委員 独立行政法人 日本貿易振興機構　横浜貿易情報センター 所長 栗田 かおる

委員 一般社団法人 日本ホテル協会　神静山梨支部 支部長 原 信造

委員 公益財団法人 横浜観光コンベンション・ビューロー 理事長 布留川 信行

委員 一般社団法人 横浜銀行協会 会長 大矢 恭好

委員 横浜港運協会 会長 藤木 幸太

委員 一般社団法人 横浜港振興協会 会長 藤木 幸夫

委員 株式会社 横浜国際平和会議場 代表取締役社長 渡辺 巧教

委員 一般社団法人 横浜市工業会連合会 会長 榎本 英雄

委員 公益財団法人 横浜市国際交流協会 理事長 小野﨑 信之

委員 一般社団法人 横浜市商店街総連合会 会長 石川 清貴

委員 一般社団法人 横浜市造園協会 会長 田澤 重幸

委員 公益財団法人 横浜市緑の協会 理事長 福山 一男

委員 一般社団法人 横浜青年会議所 理事長 坂倉 賢

委員 公益社団法人 横浜貿易協会 会長 上野 誠

委員 一般社団法人 横浜みなとみらい２１ 理事長 坂和 伸賢

一般社団法人 神奈川経済同友会

（令和２年11月６日時点。役職順・団体名 五十音順。敬称略）

団体名 役職 氏名

会長 一般社団法人 日本経済団体連合会 会長 中西 宏明

会長代行 横浜市 市長 林 文子

会長代行 横浜商工会議所 会頭 上野 孝

副会長 一般社団法人 神奈川経済同友会 代表幹事 大矢 恭好

副会長 一般社団法人 神奈川県経営者協会 会長 石渡 恒夫

副会長 一般社団法人 神奈川県商工会議所連合会 会頭 上野 孝

副会長 一般社団法人 日本造園建設業協会 会長 和田 新也

顧問 神奈川県 知事 黒岩 祐治

顧問 公益社団法人 経済同友会 代表幹事 櫻田 謙悟

顧問 日本商工会議所 会頭 三村 明夫

神奈川県議会 議長 嶋村 ただし

神奈川県市議会議長会 会長 保田 建一郎

神奈川県市長会 会長 本村 賢太郎

神奈川県町村会 会長 冨田 幸宏

神奈川県町村議会議長会 会長 伊東 圭介

国際園芸博覧会の横浜誘致を成功させる横浜市会議員の会 会長 横山 正人

国際園芸博覧会横浜誘致推進協議会 会長 林 文子

独立行政法人 国際協力機構 理事長 北岡 伸一

公益財団法人 国際花と緑の博覧会記念協会 会長 御手洗 冨士夫

一般社団法人 コンピュータエンターテインメント協会 会長 早川 英樹

一般社団法人 全国農業協同組合中央会 代表理事会長 中家 徹

一般社団法人 電気通信事業者協会 会長 宮内 謙

日本放送協会 会長 前田 晃伸

日本花き振興協議会 会長 磯村 信夫

公益社団法人 日本家庭園芸普及協会 会長 坂田 宏

公益社団法人 日本観光振興協会 理事長 久保田 穣

一般社団法人 日本建設業連合会 会長 山内 隆司

一般社団法人 日本公園緑地協会 会長 有路 信

一般社団法人 日本種苗協会 会長 金子 昌彦

一般社団法人 日本新聞協会 会長 山口 寿一

一般社団法人 日本造園建設業協会 顧問 藤巻 司郎

公益社団法人 日本バス協会 会長 三澤 憲一

独立行政法人 日本貿易振興機構 理事長 佐々木 伸彦

一般社団法人 日本民営鉄道協会 会長 和田林 道宜

一般社団法人 日本民間放送連盟 会長 大久保 好男

一般社団法人 バイオ産業情報化コンソーシアム 会長 赤羽 浩一

一般社団法人 不動産協会 理事長 菰田 正信

横浜市会 議長 横山 正人

日本公認会計士協会 神奈川県会 会長 太田 眞晴

オブザーバー

委員

委員

委員

監事

オブザーバー

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

農林水産省

国土交通省

委員会役職

役
員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員


